
岩波書店 ライツマネジメント部
◆朗読や演劇などで使用される場合

後々のトラブルとらないよう、日本文藝家協会や日本シナリオ作家協会で定められた掛率を参考
に、許諾申請段階での使用料のご提示をおすすめいたします。

「開演が迫っているので今すぐにでも許諾してほしい」というお問い合わせを度々いただきますが、
二次利用には著作権者の許諾が必要です。岩波書店が著作権者に無断で使用許諾することはありません。
また、お手元に届いた書類を著作権者がすぐに返送してくださるとは限りません。
使用許諾は期限の余裕を持ってご申請ください。

公演の詳細を記入し、著作権者にどのような公演な
のか明確にわかるように書類を作成してください。

●使用する著作物
●興行主・主催者
●劇場名・公演名
●座席数・上演期間・公演数・入場料金 など

＜許諾不要の公演＞
・非営利
・入場料無料
・出演者無報酬
かつ全文朗読で一切の改変や抜粋がないもの

例）学校や文化祭での出し物など

すべての条件を満たした（著作権法第三十八条に
該当する）場合は許諾不要となりますが、
アレンジがある場合は許諾が必要となります。

許諾不要のケースでも、演劇コンクール
への出場などで提出書類として許諾書が
必要な場合は対応いたしますので、別途
ご相談ください。

※ここに記載されているすべての内容は、2023年1月時点のものです。
変更がある場合もありますので、申請時は必ず担当までご確認ください。
※著作権関連のご相談は、ご連絡頂き次第順次対応させて頂いております。

ご返答にお時間を頂く場合もございますので、ご高察頂けますと幸いです。
ただし、一週間以上返信がない場合はメールの事故の可能性がございますので、お問合せください。

演劇使用での二次利用の場合にも、有償にて著作権者への書類の転送を承ります。
転送書類をご用意の上、岩波書店ライツマネジメント部までお送りください。

＜注意＞
書類の転送は、著作権者の許諾をお約束するものではありません。
著作権者が許諾をしない場合にはお返事をいただけないこともありますので、
予めご承知おき願います。


